
1   よこすかシティガイド協会会報 20 周年記念特別号 

YOKOSUKA CITY GUIDE ASSOCIATION 

第７号 

 

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て 

理
事
長 

篠
原 

均 

       

平
成
十
四
年
十
二
月
に
「
横
須
賀
市

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
ち

ょ
う
ど
二
十
年
前
の
こ
と
で
す
。
前
年

の
十
月
の
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
募
集
」
に
応
募
し
て
研
修
を
終
え
た

一
期
生
三
十
二
名
と
、
研
修
中
の
ニ
期

生
三
十
八
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

翌
年
二
月
に
は
「
う
ら
が
道
歴
史
ウ
ォ

ー
ク
」
と
い
う
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
か
ら
自

然
・
人
文
博
物
館
ま
で
の
初
め
て
の
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
」
と

い
う
の
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
当
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
そ
の
も
の
が
珍
し
く
、
創
立
当
初
の

会
員
は
ツ
ア
ー
開
発
で
は
並
々
な
ら
ぬ

努
力
を
重
ね
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
は
、
企
画
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

開
発
も
進
み
、
さ
ら
に
横
須
賀
市
や
観

光
協
会
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
る
日
米
親

善
ベ
ー
ス
歴
史
ツ
ア
ー
、
ド
ラ
イ
ド
ッ

ク
ツ
ア
ー
、
長
官
邸
ツ
ア
ー
や
京
急
ウ

ォ
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
型
依
頼
ガ
イ

ド
も
加
わ
り
ま
し
た
。
加
え
て
Ｊ
Ｒ
横

須
賀
駅
と
横
須
賀
中
央
駅
の
定
点
ガ
イ

ド
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
巡
視
、
記
念

艦
三
笠
艦
内
ガ
イ
ド
な
ど
も
始
め
ま
し

た
。
駅
定
点
ガ
イ
ド
は
そ
の
後
中
止
と

な
り
、
新
た
に
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
記
念
館
説

明
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
三
笠
艦

内
ガ
イ
ド
は
別
組
織
に
分
離
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
増
加
だ

け
で
な
く
、
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
協
会
の
体
制

も
整
え
て
、
今
日
ま
で
活
動
を
進
展
さ

せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に

は
年
間
で
ゲ
ス
ト
総
数
九
千
名
、
ガ
イ

ド
延
数
千
名
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
協
会
活
動
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
令
和
二
年
二
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
ガ
イ
ド
活
動
の
休
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
で
二
十
％
、
ガ
イ
ド

で
三
十
％
に
ま
で
活
動
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
行
動
制
限
の
合

間
を
縫
っ
て
、
十
期
生
を
採
用
し
た
り
、

ま
た
新
た
に
市
の
管
轄
部
署
の
研
修
を

受
け
て
、
貝
山
地
下
壕
と
浦
賀
ド
ッ
ク

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
前
向
き
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
た
と
し

て
も
、
創
立
か
ら
二
十
年
間
の
世
の
中

の
動
き
に
つ
れ
て
、
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん

も
ま
た
我
々
ガ
イ
ド
も
、
年
齢
構
成
や

活
動
環
境
が
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
回
の
二
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
は
、
過
去
の
頑
張
り
の
集
積
を

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
皆
様
に
還
元
す

る
こ
と
、
ま
た
新
コ
ン
セ
プ
ト
の
ツ
ア

ー
を
未
来
に
向
け
て
開
発
す
る
こ
と
な

ど
を
織
り
込
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
時
代

に
応
じ
た
ツ
ア
ー
の
内
容
、
広
告
の
出

し
方
、
予
約
の
受
付
方
、
そ
し
て
さ
ら
に

当
会
の
ツ
ア
ー
運
営
体
制
も
再
検
討
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
し
て
、

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
横
須
賀
市
や
周

辺
の
方
々
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活

動
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 
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【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1 口 3,000 円・団体 1 口 5,000 円 詳細は電話 090-6527-9684（理事長 篠原 均）まで 

令和４年 12 月 10 日発行 

創
立
二
十
周
年
に
寄
せ
て

横
須
賀
市
長

上
地

克
明

こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
す
か
シ
テ

ィ
ガ
イ
ド
協
会
が
、
記
念
す
べ
き
創
立
二
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
は
平
成
十
四
年
十
二
月
に
「
横
須
賀

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
と
し
て
発

足
さ
れ
て
以
来
、
市
民
や
横
須
賀
を
訪
れ
る

多
く
の
方
々
に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
や
魅
力
を
ガ
イ
ド
と
し

て
お
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
横
須

賀
の
観
光
振
興
に
広
く
ご
貢
献
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
篠
原
理
事
長
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
会
の
運
営
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
役
員
の
方
々
、
会

員
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。近

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
活
動

が
行
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆

様
の
ガ
イ
ド
を
直
接
聞
き
な
が
ら
、
先
人
た

ち
が
紡
い
で
き
た
横
須
賀
の
宝
を
再
発
見

で
き
る
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
意

義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

貴
会
で
は
、
既
存
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
ほ

か
、
令
和
三
年
か
ら
は
「
貝
山
地
下
壕
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
」
を
、
令
和
四
年
四
月
か
ら
は
毎

月
二
回
「
浦
賀
レ
ン
ガ
ド
ッ
ク
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
」
を
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
開
拓
し
、
市
内
に
点
在
す
る
日
本

近
代
化
の
礎
に
触
れ
る
機
会
を
、
市
外
の

方
々
を
含
む
多
く
の
方
々
に
ご
提
供
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
を
契
機
と
し
た
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
、
大
変
好
評
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

現
地
に
て
、
博
識
の
方
か
ら
、
直
接
ガ
イ

ド
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
訪
れ
る

方
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
様
々
な
場
面
で
、

横
須
賀
の
魅
力
を
内
外
の
方
々
に
お
伝
え

い
た
だ
き
、
横
須
賀
市
の
観
光
立
市
推
進
に

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

結
び
に
、
創
立
二
十
周
年
と
い
う
こ
の
節

目
を
良
き
契
機
と
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ

す
か
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
の
一
層
の
ご
発

展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
こ
す
か
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会

「
二
十
周
年
に
あ
た
り
」

横
須
賀
市
観
光
協
会

会
長

鈴
木

康
仁

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
す
か
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協

会
創
立
二
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
長
き
に
わ
た
り
会
の
運
営

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
多
大
な
る
ご

功
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
（２
０
０
２
年
）十
二
月
に
発

足
さ
れ
た「
横
須
賀
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
」は
、
平
成
二
十
七
年
（ 

２
０
１

５
年
）に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
、
名
称
を「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
よ
こ
す
か
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
」と
改

め
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
の
方
か
ら
の
お
申

込
み
を
受
け
実
施
す
る
依
頼
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
に
加
え
て
、
年
に
四
十
～
五
十
回
行
わ
れ

る
企
画
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
等
、
関
係
諸
団
体
と

の
協
力
を
得
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
実
績
が

評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
の
市
民
表

彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
の

平
成
三
十
年
度
に
は
ツ
ア
ー
参
加
者
数
が

年
間
九
千
人
を
超
え
、
横
須
賀
の
魅
力
発

信
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で

は
横
須
賀
市
の
観
光
に
貴
協
会
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

横
須
賀
市
に
は
、
三
浦
一
族
ゆ
か
り
の
地

や
ペ
リ
ー
上
陸
記
念
碑
、
三
浦
按
針
の
供
養

塔
、
千
代
ケ
崎
砲
台
跡
を
含
む
旧
軍
施
設

な
ど
、
観
光
客
の
皆
様
に
と
っ
て
魅
力
的
な

歴
史
遺
産
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
横
須
賀
市
の
観
光
資
源
は
、
現
地
ガ

イ
ド
な
ら
で
は
の
豊
富
な
情
報
を
お
持
ち

の
皆
様
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
輝
き
を
放
ち
観
光
客
の
皆
様

の
目
に
は
さ
ら
に
魅
力
的
に
映
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
は
世
界
情
勢
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
観
光
市
場
の
需

要
も
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
状
況

の
中
、
貴
協
会
の
ツ
ア
ー
は
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
生
み
出
し
、
市
内
外
か
ら
シ
テ
ィ
ガ
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イ
ド
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
が

さ
ら
に
増
え
て
い
る
こ
と
は
本
協
会
に
と
り

ま
し
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ぜ
ひ
貴
協

会
の
皆
様
と
と
も
に
よ
り
多
く
の
方
々
に

再
び
横
須
賀
に
来
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

結
び
に
、
貴
協
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の

更
な
る
ご
健
闘
を
祈
念
致
し
ま
し
て
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

NPO 法人よこすかシティガイド協会 

所在地 横須賀市小川町13－1 アサヒ横須賀ビル８F 

 一般社団法人 横須賀市観光協会内 

目的及び事業 

目的：この法人は、横須賀市民ならびに横須賀とその周辺地域を訪れる 

人々に対して、地域の歴史や文化・自然を紹介・啓発する事業を行い、 

横須賀市とその周辺地域の活性化に広く寄与することを目的とする。 

特定非営利活動の種類 

前項の目的を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。 

(1) まちづくりの推進を図る活動 

(2) 社会教育の推進を図る活動 

(3) 観光の振興を図る活動 

事業： 

特定非営利活動に係る事業 

(1) 横須賀市やその周辺地域を訪れる人々に対してのガイド事業 

(2) 地域の魅力を紹介する執筆活動や講演会の啓発事業 

(3) 観光関連施設の管理・運営に関する事業 

(4) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

理事長 篠原 均 

創立日 平成14 年（2002）12 月2 日 

NPO 法人よこすかシティガイド協会 

歴代代表者一覧 

平成14 年12 月2 日  

｢横須賀市観光ボランティアガイド｣  

平成14 年度(2002) 会長  高橋 洋 

平成15 年度(2003) 会長  高橋 洋 

会長  南部 明稔 

平成17 年度(2005) 会長  初見 和男 

平成19 年度(2007) 会長  浅場 靖弘 

平成20 年4 月15 日 

｢横須賀市観光ボランティアガイドの会｣ 

平成21 年度(2009) 会長 石垣 正博 

平成24 年度(2012) 会長 生田 耕八郎 

平成27 年4 月1 日 

「NPO 法人よこすかシティガイド協会」  

平成27 年度(2015) 理事長  冨澤 武夫 

平成29 年度(2017) 理事長  相原 一久 

平成31 年度(2019) 理事長  鈴木 孝雄 

令和3 年度(2021)  理事長  篠原  均 

ゲスト数とガイド延べ人数の変遷 

当会創立以来のゲスト数（企画ガイド、依頼ガイド、その他）、およ

び参加したガイドの延べ人数とツアー催行件数の変遷を右の図に

示しています（2022 年度は 10 月末時点）。当会の主要な活動であ

る企画ガイドツアーは 2018 年までは順調に増加傾向でしたが、

2020 年度は新型コロナ感染防止のためにツアーの中止や活動休

止によりゲスト参加者数が急減しました。2020 年に実施できたツ

アーはわずか 10 件しかなく、ほとんど活動休止状態体でした。 
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【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1 口 3,000 円・団体 1 口 5,000 円 詳細は電話 090-6527-9684（理事長 篠原 均）まで 

令和４年 12 月 10 日発行 

当会沿革 

 

20 周年記念特別企画ツアー 

「浦賀をぐるっと！ おもしろ歴史発見」 

（担当 久米 久枝） 

10 月 1 日に、女性ガイドの企画による特別ツアーを実施

した。ガイドの説明はむしろ省いて、ゲストに色々なものを

探していただくというミッションを与え、いつもよりコンパクト

な班編成にしてワイワイガヤガヤのツアーを目指した。 

またグルメスポットや土産物店も紹介した。コースは、浦

賀駅から西浦賀の古い町並みを通り叶神社を訪ね、さらに

渡船で東浦賀に渡り東岸の社寺を訪ねるという通常の浦

賀ミニ旅。いつものコースでもコンセプトを変えると違った

発見があるとわかったので、今後のツアー作りに繋げたい。 

20 周年記念研修旅行 

  「小栗上野介の菩提寺東善寺を訪ねる」 

           （担当 鈴木 孝雄） 

 

記念事業の研修として、現在の横須賀を作った立役者、

小栗上野介の菩提寺を訪ねることとし、11 月 7 日に、大型

バスを借り切って、26 名で群馬県の東善寺へ向かった。 

東善寺の裏山にある小栗上野介のお墓にお参りし、本

堂や書院にある展示資料を見せていただいた。またご住

職の講話も噂どおりの素晴らしいものであり、特に話し方

は大変参考になった。研修の最後に見学できた烏河原の

小栗上野介顕彰慰霊碑「偉人小栗上野介、罪なくして此所

に斬られる」も感動的なもので、有意義な研修旅行であっ

た。 

 

年度 月日 実施事項

2001 10月 市観光課「横須賀市観光ボランティアガイド」を募集

12月15日 第1期生講習（横須賀市観光課主催）開始

2002 7月3日 第1期生講習終了、32名認定。

12月2日 「横須賀市観光ボランティアガイド準備会」設立（創立記念日）

12月9日 かながわボランティアガイド協会に加盟

2003 2月1日 JR横須賀駅にて駅前ガイド開始（以後毎日曜日）

2004 5月2日 「咸臨丸フェスティバル」ツアーガイド開始

9月5日 京急横須賀中央駅にて駅前ガイド開始（以後毎日曜日）

2005 5月17日
ガイドコース研究部会：
追浜・田浦/衣笠/観音﨑/浦賀・久里浜/西海岸部会

2006 4月18日 「ガイドコース研究部会」を「地区部会」に名称変更

5月13日 「三浦半島きままに散歩」マップ作成事業始まる。

2007 4月17日 名称変更「横須賀市観光ボランティアガイド」

2008 4月2日
神奈川新聞「こみち・寄りみち・散歩みち」執筆。
2年間連載開始。

4月15日 「横須賀観光ボランティアガイドの会」に名称変更

2009 5月27日
第4期生講習会開始（当会主催研修実施、
以後1～2年ごとに募集）

6月15日 ハイキングコース巡視活動開始（市・県依頼による）。

1月9日 記念艦三笠　案内補助業務開始

2010 6月15 10周年記念事業検討委員会発足

2011 6月5日 当会有志による「東日本大震災義援金」募金活動開始。

2012 11月23日
10周年記念イベントの実施
（チャリティーウォーク/記念パーティー）

12月2日 記念研修旅行実施　会津若松市とその周辺

1月25日
10周年記念誌「横須賀市観光ボランティアの会
10年の歩み」発行

3月 「がんばろう福島」義援金の贈呈　会津若松市へ

2013 4月 企画ガイド、市長と市教育委員会の後援を得る

「まなびかんニュース」に「YOKOSUKAディスカバリー」執筆。

11月 企画ガイドツアー募集チラシ　市外の公的機関へ配架開始

1月 当会ホームページより企画ガイド受付試行。

2014 12月16日 NPO 法人設立総会開催　賛成多数で可決

2015 4月1日 NPO法人よこすかシティガイド協会登記　事業開始

「横須賀市観光ボランティアの会」市民表彰

年度中 「YOKOSUKAディスカバリー」散策コース８回執筆

2016 9月1日 安全管理マニュアル施行運用開始

1月24日 富岡市との友好都市提携。当会から15名が富岡市を訪問。

当年度中 「YOKOSUKAディスカバリー」執筆(2年間で計41件執筆)

2017 10月 ヴェルニー記念館説明員事業を開始

11月1日 旧軍港４市のガイド交流会が国の方針で実施

2018 4月 「日本遺産」及び「明治維新150周年」関連ツアーに取組

11月21日 旧軍港４市ガイド交流会（呉市開催）当会から5名参加

11月29日 同交流会横須賀市で開催。当市ガイド13名が対応

2019 5月31日 JR横須賀駅の定点ガイド廃止

9月30日 会報「黒船」創刊　年2回継続発行予定

11月23日 旧軍港４市との交流促進　当会から呉市訪問

2月25日 ガイド交流会「舞鶴市けやきの会」来訪　当会が対応

2月20日 コロナ対策　企画ガイドとヴェルニー記念館説明事業中止

2020 10月から 新型コロナ緊急事態宣言発令。10月～12月のみ実施

3月 貝山地下壕ガイド研修（市公園管理課主幹）

10月13日 かながわガイド協議会の訪問ガイド研修を当会が担当

2021 コロナ対策のため、企画ガイド5～6、9、1～2月中止。

6月9日 20周年記念事業の企画開始決議。

6月 毎月第2・第4土曜日に貝山地下壕ガイドを実施

11月 当会独自の浦賀ドック研修会（4回）実施。42名参加。

3月 浦賀ドックガイドツアー準備。横須賀市関係各課と協議

2022 4月 浦賀レンガドックツアー開始。毎月第１・第３日曜日

20周年記念ガイドブック作成開始

10月1日 20周年記念事業「女性ガイドによる街歩きツアー」実施

11月7日 記念研修旅行実施　高崎市・東善寺
小栗上野介顕彰慰霊
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第７号 

2023年度の企画ガイドツアー予定 

 
 

※ ツアー名や催行日は変更されることがあります。 

当協 HPで確認してください 

 

 

貝山地下壕ガイドツアーのご案内 

貝山地下壕は、旧横須賀海軍航空隊が空襲対策として、

昭和１８年～１９年にかけて敷設した延長約２キロメー

トルにも及ぶ大規模な地下壕です。その内の一部が安全

対策を施すコース整備をして、一般公開されたものです。 

 

【開催日】  毎月第２土曜日,第４土曜日 

【申込締切日】 開催日の２週間前の金曜日 

【参加費】７００円 【定員】３０名(先着順）  

【受付時間】 午前 9:30～10:00(専任ガイド待機、雨天決行） 

【集合場所】「第三海堡」遺構展示場前 

【参加申込】よこすかシティガイド協会HP より  

 

浦賀ドック・浦賀郷土資料館ツアーの案内 

明治 32年（1898）浦賀船渠株式会社により建設されたレ

ンガ造りのドライドックです。同社は浦賀重工業を経て

住友重機械工業となり、平成 15年（2003）3月に閉鎖さ

れるまでの約 100年の間に 1,000隻以上の船を建造・修

理した歴史ある造船所となりました。 

令和 3年 3月に、住友重機械工業から市にドライドック

が寄附されました。令和 4年 4月から、一般に公開され

ています。 

 

【開催日】   毎月第１日曜日,第３日曜日 

【申込締切日】 開催日の２週前の月曜日 

【参加費】５００円(小学生は無料）【定員】５０名(先着順） 

自立歩行可能な方、 (小学生の場合は保護者の付添必要) 

【催行】 最小人数 8 人、雨天時：小雨決行、荒天中止 

【ガイド時間】  約1 時間30 分 

【集合時刻】午前 9:30 集合 (専任ガイドが集合場所で待機） 

【集合場所】浦賀ドック正門前 （浦賀駅から徒歩10 分） 

【参加申込】よこすかシティガイド協会HP より 

ドック内部、浦賀郷土資料館(浦賀ｺﾐﾆｭﾃｨｾﾝﾀｰ分館)を案内 

【参加申込】よこすかシティガイド協会HP より  

No. 企画ガイド名 実施日
1 草燃える古道、幾多の名刹を訪ねる 4/14(金)
2 朝夷奈峠を越えて鎌倉へ 4/15(土)
3 衣笠公園のクマガイ草から涅槃図の世界へ 4/19(水)
4 日蓮伝説と昭和レトロな街を歩く 4/22(土)
5 （依頼）感臨丸フェステバル 4/22(土)
6 観音崎公園王道散歩 5/20(土)
7 鎌倉殿を再び！頼朝・鎌倉入府～和田合戦 5/24(水)

8
黒船の投錨地を歩くシリーズ①
浦賀燈明堂から久里浜上陸地を歩く

5/27(土)

9 小網代の森から道寸まつりへ 5/28(日)
10 ケイワタバコの花との出会いへ 6/3(土)
11 横須賀の文化資産を巡る街なか散歩 6/6(火)
12 新緑の棚田から高尾の里を経て新善光寺へ 6/10(土)
13 大楠山から湘南国際を経て奥葉山の棚田へ 6/15(木)

14
黒船の投錨地を歩くシリーズ②
八景島（小柴沖）～野島～金沢八景を歩く

6/24(土)

15
軍港水道からヴェルニー公園を経て記念艦三
笠、猿島へ

9/15(金)

16 海防の地､千代ヶ崎砲台へ 9/30(土)

17
名勝森戸海岸から六代御前の墓を経て延命寺
へ

10/14(土)

18
子安の里、立石の潮騒、そして浄楽寺運慶仏
拝観

10/19(木)

19 Yフェスタおっぱまと夏島見学会 10/22(日)
20 北斎ゆかりの古道を歩く 10/27(金)
21 どうする家康！ 10/28(土)
22 浦賀みちに続く金沢道を歩く1 11/4(土)
23 観音みちから佐島の海と丘を巡る 11/14(火)
24 陣屋を偲ぶ大津ぶらり旅 11/16(木)
25 江戸東京湾口の海防地帯を歩く！ 11/18(土)
26 錦秋の名越切通から覚園寺へ 11/20(月)
27 浦賀に今も残る鏝絵・彫刻巡り 12/2(土)
28 ワンダフル！絶景の台地を歩いて半島横断 12/12(火)
29 北下浦の水仙ロードを歩く 12/16(土)
30 追浜七福神巡り 未定
31 常福寺の地獄極楽図拝観と東西浦賀の初詣 1/16(火)

32 古事記のふるさと走水と走水神社・美術館へ 1/17(水)

33 新春の三浦一族仏像巡り 1/25(木)
34 三崎から城ヶ島へ。文学と歴史の散歩道 1/28(日)
35 浦賀から走水を巡り会津藩士の歴史を辿る 2/3(土)
36 観音崎の砲台跡巡り 2/20(火)
37 河津桜と鎌倉幕府初代別当和田義盛ゆかりの 2/21(水)
38 山と海と歴史を楽しめる追浜を満喫 3/2(土)※
39 野比の里山から水辺公園へ 3/16(土)
40 古の合戦みちから観音みちを歩く 3/21(木)
41 走水水源地公園の桜と浦賀水道航路の船 3/23(土)



よこすかシティガイド協会会報 20 周年記念特別号 6 

 

【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1 口 3,000 円・団体 1 口 5,000 円 詳細は電話 090-6527-9684（理事長 篠原 均）まで 

令和４年 12 月 10 日発行 
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料
作
成
に
唸
っ
て
い
た
。 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
年
の
師
走
。

日
没
が
早
く
、
名
越
切
通
し
を
過
ぎ
、
妙

本
寺
、
三
浦
一
族
終
焉
の
地
に
着
い
た
時

は
夕
闇
が
迫
っ
て
い
た
。
解
散
は
八
幡
宮
。 

翌
年
、
企
画
ガ
イ
ド
で
募
集
を
か
け
た

所
、
二
百
名
以
上
の
応
募
者
が
あ
り
大
変

嬉
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日

の
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
催
行
日
は
３

日
後
だ
っ
た
。
ま
だ
余
震
も
あ
り
、
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
。
名
越
の
切
通
し
は
や
は

り
、
石
が
動
い
て
い
た
と
い
う
。 

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
苦
い
思

い
出
。 

今
も
な
お
鮮
明
に
刻
ま
れ
た
ま
ま
だ
。 

   

 

第
五
期
生 

尾
頭 

誠 

こ
の
度
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
須
賀
シ
テ
ィ
ガ

イ
ド
協
会
」が
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ら

れ
、
記
念
事
業
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
十
年

間
を
皆
さ
ん
と
共
に
ガ
イ
ド
活
動
を
実
施

し
た
も
の
と
し
て
、
喜
び
は
一
入
で
す
。 

横
須
賀
は
ペ
リ
ー
来
航
以
来
、
横
須
賀

製
鉄
所
の
建
設
、
日
本
海
軍
の
創
設
な
ど
、

日
本
近
代
化
の
歴
史
の
宝
庫
で
す
。
実
際

の
歴
史
的
な
記
念
場
所
に
立
っ
て
、
ゲ
ス
ト

に
分
か
り
や
す
く
、
平
易
な
言
葉
で
説
明

す
る
ガ
イ
ド
活
動
は
魅
力
的
で
す
。 

ゲ
ス
ト
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
会
員

の
皆
様
が
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
さ
れ
、
準

備
さ
れ
て
い
る
努
力
を
目
の
当
た
り
に
見

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
類
似
す
る

活
動
の
団
体
の
中
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
の
感
動
す
る
姿
が
何
よ

り
の
喜
び
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ゲ
ス
ト
の

感
動
を
自
分
の
喜
び
と
し
て
、
ガ
イ
ド
活

動
に
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 
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思
い
出
。
出
来
事 

第
一
期
生 

清
水 

明
子 

二
十
年
前
、
市
で
は
ペ
リ
ー
来
航
百
五

十
年
祭
祝
賀
ガ
イ
ド
を
募
集
し
て
お
り
、

半
年
ほ
ど
の
研
修
講
習
を
受
け
て
認
定
さ

れ
た
一
期
生
三
六
名
の
一
人
で
す
。
市
の

職
員
の
指
導
の
も
と
、
資
料
作
り
に
日
々

奔
走
し
ま
し
た
。
私
は
役
員
会
計
を
担
当
。

会
議
を
重
ね
夢
中
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

当
時
私
も
定
年
を
迎
え
、
自
等
の
生
き

方
を
考
察
し
て
居
ま
し
た
。
①
地
域
貢
献
、

つ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
②
趣
味
の
登

山
・歌
等
の
研
修
に
つ
い
て
で
す
。
六
十
代

か
ら
の
青
春
で
し
た
。
高
所
登
山
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
エ
ベ
レ
ス
ト
山
を
始
め
世
界
の
湯
名

山
に
挑
み
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
仲
間
と
は
多

く
学
び
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
と
楽
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
で
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

三
浦
一
族
の
歴
史
あ
る
大
矢
部
の
居
住
で

研
究
会
員
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

新
人
ガ
イ
ド
研
修
担
当
に
な
り
、
ガ
イ
ド

と
し
て
質
の
高
さ
に
学
ば
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
方
々
と
一
緒
に
八
百
年
前
の
歴
史

を
学
ぶ
機
会
も
得
て
い
ま
す
。
会
が
益
々

進
化
し
、
横
須
賀
の
文
化
を
普
及
し
て
い

く
の
を
希
望
し
て
い
ま
す
。 

「
あ
り
が
と
う
、
楽
し
か
っ
た
」

を
励
み
に 

第
二
期
生 

小
野
塚 

保
昭 

二
〇
〇
一
年
に
市
は
「
横
須
賀
開
国
祭
」

の
実
施
を
決
め
、
そ
の
一
環
で
観
光
ガ
イ

ド
の
募
集
と
養
成
が
行
わ
れ
た
。 

私
は
会
社
を
定
年
退
職
し
、
何
を
し
よ

う
か
と
模
索
中
だ
っ
た
の
で
早
速
応
募
し

た
も
の
で
す
。
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、

生
ま
れ
も
育
ち
も
、
経
歴
も
バ
ラ
バ
ラ
だ

が
、
同
じ
趣
味
（
目
的
）
同
士
で
あ
り
息

統
合
、
新
し
い
友
達
関
係
が
始
ま
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
会
社
生
活
で
は
、
組
織
に
縛

ら
れ
、
厳
し
い
上
下
関
係
に
苦
し
ん
来
た

私
に
は
、
全
く
の
「
別
世
界
」
！
ま
さ
に

「
天
国
」
で
し
た
。
活
動
が
始
ま
り
、
ゲ

ス
ト
を
案
内
し
て 
終
わ
り
に
「
あ
り
が

と
う
、
楽
し
か
っ
た
」
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
時
は
最
高
の
至
福
の
時
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
二
十
年
、
同
僚
の
多
く
は
去

り
、
メ
ン
バ
ー
も
一
新
。
ス
マ
ホ
を
片
手

に
、
ゲ
ス
ト
は
自
由
に
歩
き
回
る
時
代
到

来
。
我
々
も
旧
い
殻
を
脱
し
て
、
ガ
イ
ド

自
身
が
楽
し
く
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
集
団

と
し
て
、
永
く
継
続
発
展
し
て
い
く
工
夫

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
全
員
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
団
結
す
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。 

京
急
沿
線
ウ
ォ
ー
ク
の
思
い
出 

第
八
期
生 

藤
田 

慈 

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
の
活
動
で
、
私
が
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
京
急
沿
線
ウ

ォ
ー
ク
」
で
す
。
二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇

二
〇
年
ま
で
の
二
年
間
、
本
部
依
頼
で
あ

る
こ
の
企
画
を
担
当
し
ま
し
た
。
主
催
は

横
須
賀
集
客
促
進
実
行
委
員
会
で
京
急
電

鉄
と
横
須
賀
市
が
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て

い
ま
し
た
。 

年
度
内
に
五
回
の
開
催
（
原
則
と
し
て

土
曜
日
に
開
催
）
が
決
め
ら
れ
、
我
々
は

そ
の
内
三
回
の
ガ
イ
ド
付
き
コ
ー
ス
を
受

け
持
ち
ま
す
。
各
回
千
名
を
越
え
る
総
参

加
者
数
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
付
き
コ
ー
ス
に

も
百
四
十
名
近
く
の
参
加
者
が
列
を
な
し

ま
す
。 

こ
の
多
く
の
参
加
者
に
対
処
す
る
た
め
、

約
十
五
～
六
名
の
ガ
イ
ド
と
約
六
名
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
必
要
で
し
た
。
開
催
終
了
の

間
際
に
は
約
三
十
名
も
の
参
加
者
を
ガ
イ

ド
し
た
経
験
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

令
和
二
年
二
月
の
「
三
浦
海
岸
河
津
桜

ウ
ォ
ー
ク
」
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
中
止
に
な
っ
た
の
が
残
念
で
す
。 

二
十
周
年
に
よ
せ
て 

第
九
期
生 

戸
出 

妙
子 

横
須
賀
観
光
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
で

は
先
頭
を
走
り
続
け
て
来
た
シ
テ
ィ
ガ
イ

ド
協
会
。
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
の
も

先
輩
方
の
日
々
の
努
力(

知
識
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
体
力
維
持
等)

の
積
み
重
ね
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
が
そ
の
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
い
て

約
四
年
。
そ
の
半
分
の
二
年
弱
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
ガ
イ
ド
の
中
止
・人
数
や
時
間
の

制
限
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時 

協
会

主
催
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
話
し
方
講
習
で
の
元
Ｃ
Ａ

の
方
の
お
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。「
挨
拶

や
話
し
始
め
の
言
葉
の
二
音
目
を
上
げ
て

話
す
と
、
明
る
く
聞
こ
え
る
」で
す
。
ガ
イ

ド
と
し
て
私
は
こ
の
先
ど
う
す
る
か
悩
み

ど
こ
ろ
の
頃
。
つ
ぶ
れ
そ
う
な
飲
食
店
が
コ

ロ
ナ
給
付
金
で
一
息
つ
け
た
様
な
感
じ
で

私
も
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
持

て
ま
し
た
。
知
識
不
足
ア
ガ
リ
症
の
私
で

す
が 

お
客
様
に
は
明
る
い
気
分
に
な
っ
て

頂
け
る
様
ご
案
内
を
し
た
い
。
出
来
れ
ば

自
分
も
ガ
イ
ド
と
し
て
楽
し
め
る
余
裕
を

持
て
る
と
良
い
の
で
す
が
。 
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【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1 口 3,000 円・団体 1 口 5,000 円 詳細は電話 090-6527-9684（理事長 篠原 均）まで 

令和４年 12 月 10 日発行 

ＮＰＯ法人よこすかシティガイド協会ホームページ 

 

① インターネット検索 

② NOP 法人よこすかシティガイド協会を選定 

 

③ NOP 法人 よこすかシティガイド協会ＨＰ 

 

   

 

 

 

④ 希望ツア ーコースの選択 

    

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ツアー申込 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 受付確認 

受付確認のため当協会から返信メールが届きま

す。届かない場合は、入力された E-メール・アド

レスに間違いがあります。 

お問合せ：メールで ycg@kankoh-guide.com まで 

 

当協会の HP は横須賀市が運営している観光関連のウ

ェブサイトともリンクしています。 

【横須賀市観光協会 HP】  

【ここはヨコスカ HP から⇒ 

イベントまたは特集⇒散策ウォーキング】 

【横須賀市 LINE】 【横須賀市イベントカレンダー】 

 

準備中の２０周年記念企画 

(1)「ガイドブック」作成プロジェクト 

当会がこれまでに実施してきたガイドツアーの中

から、珠玉のコース 59 件を選んだガイドブック「風

に吹かれて散歩みち」を作成中です。サイズは A5 判

で、コースの紹介と地図および見どころの写真が見

開きという体裁で、手に携えて歩けばまさに「ガイ

ド付きツアー」になります。さらに、横須賀とその

周辺の散歩をより楽しんでもらうために、知ってお

いて欲しい事やとっておきの話も掲載します。 

来春には出版される予定です。どうぞご期待くだ

さい。 

(2)「ホテル客ツアー」プロジェクト 

観光、仕事で横須賀のホテルに宿泊されるゲスト

に、週末の横須賀を楽しんでもらおうというツアー

で「シティガイドとよこすか散歩」と名付けました。

コースはヴェルニー公園から三笠公園までの「港よ

こすかハイライト」、および馬堀海岸遊歩道から観

音崎公園までの「観音崎へ！海風さんぽ」 の 2 つで

す。 

プロジェクトチームでは現在、ツアー紹介専用ホ

ームページ・ 予約受付システム・ガイド情報共有グ

ループウェアなど新しいツールを使ってツアーを運

営できるよう準備中です。今年度中には、当協会の

関係者が模擬客として申し込むテストツアーを行う

予定です。 

（3）「英語ガイドツアー」プロジェクト 

20 周年記念特別企画として本年限りで実施する

のではなく、当協会企画ツアーの英語版として毎年

継続して実施していくために、当協会会員のボラン

ティアにより準備を進めているところです。 

先ずは毎年英語ツアーを実施している横須賀国際

交流協会の英語ツアー（10 月 15 日）に参加。ツア

ーの実際状況を知った上で、ガイドコースの選定と

案内のための資料作りを始めています。並行して参

加者を募るためのＨＰを作成すると共に、年度末ま

でにシミュレーションを行うことを計画しています。 

 

編集後記 

横須賀市長、横須賀観光協会会長を始め多くの方々からメ

ッセージをお寄せいただき、ありがとうございました。 

20 周年記念会報特集号を発行することで、創立以来横須

賀の魅力の発信にご尽力された先輩方に感謝すると共に、

当協会の活動に対して始終ご支援、ご協力を頂きました皆

様に、こころから感謝いたします。今後も引き続き、ご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 

2022 年 12 月 22 日 

よこすかシティガイド 検索 

 

ホームページ 

希望のツアー選択 

クリックして選択 

【参加コース 

プルダウンメニュー】 

 

 

【ツアー申込】を 

クリック 

氏名、住所、メールアドレ

ス等入力後、申込ボタン

をクリック 

スクロールして申込受

付中のツアーを見る 

mailto:ycg@kankoh-guide.com

